
みんなで考える、これからの放課後。
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『放課後マガジンvol.3』は、2024年２月発行予定です。
特集テーマ：「子どもたちと共につくる、つながる放課後」
11月14日開催オンラインフォーラムのレポート、インクルーシブな居場所を目指す現場の
挑戦、放課後でつながる人々のご紹介など、ぜひ次号にもご注目ください。

INFORMATION
放課後NPOアフタースクールからのお知らせ

放課後マガジンに掲載の記事や団体の日々の活動の様子を公式noteでも発信しています。
https://note.com/npoafterschool

アンケート　　皆様の声をお聞かせください！
『放課後マガジンVol.2』を手にとっていただき、ありがとうございました。
冊子・記事内容について、ぜひご意見をお聞かせください。
ご回答いただいた方には、今後、当団体が開催するイベント・勉強会の
お知らせをお送りいたします！

・今後取り上げてほしいテーマ
・気になる自治体の取り組みや、取材してほしい自治体の取り組み
  （自薦他薦問わず）

●アンケートフォーム：https://forms.office.com/r/DWQxH3Qp1X

アンケートフォーム

三鷹市教育長、北海道安平町地域プロジェクトマネジャーが登壇！

地域連携・学校活用の事例をさらに詳しく知れる
オンラインフォーラム開催
日時：2023年11月14日（火）　オンライン開催・無料
 第一部  13:30〜14:15　 第二部  14:20〜15:00（終了時刻は変更になる可能性がございます）

詳細はこちらから

お知らせ　　第５回放課後勉強会を開催いたします。
テーマ：多様な子どもの育ちを支える地域の力
日時：2023年10月20日（金）10:00〜11:50　オンライン開催・無料
※アーカイブ配信あり

 パート１ 　「地域の大人の願いと子どもたち」…千葉市、南あわじ市、台東区
 パート２ 　実践事例共有「地域の力とともにつくる放課後の活動と学校施設活用」…千葉市、東京都・神奈川県のアフタースクールなど
 パート３ 　「子どもの育ちを地域ぐるみで支えるために」…文部科学省総合教育政策局地域学習推進課地域学校協働推進室

●申込締め切り：10月16日（月） 第６回放課後勉強会「多様な人でともにつくる放課後実践の可能性（仮）」は
2024年２月頃を予定しております。



景
に
は
こ
の
町
の
歴
史
が
あ
る
。
そ
う
説

明
し
て
く
れ
た
の
は
安
平
町
教
育
委
員
会

の
永
桶
憲
義
さ
ん
で
す
。

 

「
安
平
町
に
は
昔
か
ら
社
会
教
育
が
学
校

教
育
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
土
壌
が
あ
り

ま
し
た
。
地
域
の
中
に
は『
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
の
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち
に
き

ち
ん
と
伝
え
る
べ
き
』と
声
を
上
げ
る
人

も
い
て
、
地
元
農
家
が
米
づ
く
り
に
つ
い

て
教
え
る〝
米
学
習
〟が
始
ま
っ
た
学
校

も
あ
り
ま
し
た
」

　

安
平
町
は
２
０
１
７
年
に
制
定
さ
れ
た

第
2
次
安
平
町
総
合
計
画
で
、
子
育
て

と
教
育
を
町
づ
く
り
の
柱
に
す
る
こ
と
を

決
定
。
民
間
企
業
と
の
連
携
も
始
ま
り
、

さ
あ
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
に
、
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

未
曾
有
の
災
害
で
町
の
存
続
す
ら
危
ぶ

ま
れ
た
安
平
町
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
で

次
へ
の
道
筋
も
見
え
た
と
話
す
の
が
、
同

教
育
委
員
会
の
井
内
聖
さ
ん
で
す
。

 

「
地
震
が
起
こ
る
前
か
ら
町
は
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
公
立
だ
っ

た
保
育
園
は
入
園
者
が
減
り
続
け
、
子
ど

も
た
ち
が
放
課
後
に
楽
し
く
過
ご
せ
る
場

所
も
な
か
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
も

人
が
集
ま
ら
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者

は
頑
張
っ
て
い
る
の
だ
け
ど
、
相
互
連
携

は
な
く
、
各
自
が
個
別
に
や
っ
て
い
る
。

 〝
分
け
な
い
工
夫
〟で
叶
え
る

地
域
と
つ
な
が
る
学
校

公
教
育
日
本
一
を
目
指
し
て

ス
タ
ジ
オ（
調
理
室
）と
し
て
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

懸
念
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全
は
、

最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
守
り
ま
す
。
同

校
で
は
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
で
登
録
者
ご
と

に
入
退
室
を
制
限
し
、
部
外
者
は
子
ど
も

た
ち
が
過
ご
す
エ
リ
ア
に
入
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。安
心・安
全
を
確
保
し
な
が
ら
、

地
域
住
民
も
利
用
し
や
す
い
仕
組
み
を
実

現
し
て
い
ま
す
。

 

「
顔
」が
鍵
の
代
わ
り
に
な
る
の
で
紛
失
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
同
校
は
鍵
そ
の

も
の
が
な
い
と
の
こ
と
。
先
生
方
の
負
担

軽
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
が
学
校
教
育
を 

後
押
し
す
る
町

　

町
ぐ
る
み
の
学
校
づ
く
り
が
進
ん
だ
背

　

で
も
地
震
に
よ
っ
て
教
育
・
子
育
て
環

境
が
壊
滅
的
に
な
り
、
み
ん
な
ひ
と
つ
に

な
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
ま

し
た
。
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
パ
ズ
ル
の
ピ
ー

ス
が
合
わ
さ
る
よ
う
に
、
未
来
に
向
け
た

〝
大
き
な
絵
〟が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
っ

た
ん
で
す
」

　

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
地
域
の
連
携
が
、

町
独
自
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム「
あ
び
ら
教

育
プ
ラ
ン
」に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

あ
び
ら
教
育
プ
ラ
ン
は
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
、
全
て
の
世
代
に「
学
び
」を

提
供
し
、
各
々
の
興
味
関
心
に
基
づ
い
た

「
挑
戦
」に
つ
な
げ
る
も
の
。
学
校
教
育
と

社
会
教
育
を
地
続
き
に
し
て
、
人
生
を
自

ら
の
手
で
豊
か
に
す
る
力
を
育
み
ま
す
。

　

事
業
の
運
営
を
担
う
の
は
、
町
と
連

携
す
る
株
式
会
社
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

ベ
ー
ス
と
い
う
民
間
企
業
で
す
。
同
社
の

ス
タ
ッ
フ
は
安
平
町
に
在
住
し
、「
町
民
」

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
子
ど
も
た
ち

と
関
わ
り
ま
す
。

い
つ
の
間
に
か 

つ
な
が
っ
ち
ゃ
う
、
が
理
想

　

地
域
連
携
の
鍵
は
？
と
い
う
問
い
に
、

井
内
さ
ん
は「
見
え
る
。
出
会
う
。
分
け

な
い
」と
答
え
ま
す
。

 

「
早
来
学
園
で
は
、
町
民
が
利
用
で
き
る

「
早は

や
き
た来

学
園
」は

地
域
み
ん
な
の
学
校

　

小
学
生
と
中
学
生
が
並
ん
で
楽
し
そ
う

に
本
を
読
み
、
そ
の
す
ぐ
横
で
は
大
人
た

ち
が
真
面
目
な
顔
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
相
談
を

す
る
─
。
北
海
道
安
平
町
に
あ
る
町
立
早

来
学
園
で
は
、
そ
ん
な
光
景
も
当
た
り
前

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
に
発
生
し
た
北
海
道
胆い

振ぶ
り

東
部
地
震
で
、
最
大
震
度
6
強
を
記
録

し
た
安
平
町
。
早
来
地
区
に
あ
っ
た
早
来

中
学
校
は
校
舎
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
共
に
被
害

を
受
け
、
授
業
が
再
開
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
町
は
早
来
中
学
校

と
早
来
小
学
校
を
統
合
す
る
新
た
な
学
校

建
設
を
構
想
し
、
最
終
的
に
近
隣
の
２

つ
の
小
学
校
も
統
合
し
て
、
２
０
２
３

年
4
月
に
小
中
一
貫
の
義
務
教
育
学
校
、

安
平
町
立
早
来
学
園
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

学
校
建
設
の
議
論
は
、
教
育
委
員
会
や

外
部
の
専
門
家
の
ほ
か
、
地
域
住
民
に
子

ど
も
た
ち
も
加
わ
っ
た「
新
し
い
学
校
を

考
え
る
会
」が
重
要
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ン
セ
プ
ト
は「
自
分
が〝
世
界
〟と
出
会

う
場
所
」。
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人

も
一
生
を
通
じ
て
学
び
育
つ
学
校
に
、
と

い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
〝
大
人
も
学
ぶ
〟と
い
う
理
念
の
と
お

り
、
早
来
学
園
は
地
域
に
開
か
れ
た
学
校

に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
の
図
書
室
は
地

域
の
図
書
室
を
兼
ね
、
未
就
学
児
を
連
れ

た
保
護
者
が
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た

り
、
大
人
が
テ
レ
ワ
ー
ク
で
使
っ
た
り
。

真
新
し
い
体
育
館
や
家
庭
科
室
も
、
予
約

を
す
れ
ば
誰
で
も
ア
リ
ー
ナ
や
キ
ッ
チ
ン

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
地
域
と
の
連
携
。
大
き
な
災
害
を
機
に
、

こ
れ
か
ら
の
「
学
び
」
や
「
子
育
て
」
の
あ
り
方
を
町
ぐ
る
み
で
考
え
、
新
た
に
義
務
教
育

学
校
を
建
設
し
た
北
海
道
安あ
び
ら平
町
に
、
そ
の
ヒ
ン
ト
を
探
し
に
い
き
ま
し
た
。

エ
リ
ア
と
児
童
・
生
徒
が
過
ご
す
エ
リ
ア

が
ガ
ラ
ス
戸
で
仕
切
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
常
に
地
域
の
大
人
た
ち
の
存
在
を
意
識

し
な
が
ら
学
校
生
活
を
送
り
ま
す
。
休
み

時
間
に
は
図
書
室
な
ど
で
大
人
た
ち
と
出

会
い
、
自
然
に
交
流
が
生
ま
れ
る
。
み
ん

な
が
使
う
も
の
は
子
ど
も
用
、
大
人
用
と

分
け
ず
に
全
世
代
共
用
で
す
。

　

か
つ
て
の
町
づ
く
り
は
、
住
民
を
世
代

で
区
切
り
、
子
ど
も
に
は
子
ど
も
用
の
施

策
、
大
人
に
は
大
人
用
の
施
策
を
考
え
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
人
口
が
増
え
て
い
る

時
代
は
そ
の
方
が
効
率
的
。
た
だ
、
過
疎

が
進
む
地
方
都
市
で
は
分
け
な
い
方
が
む

し
ろ
効
率
的
な
場
合
が
多
い
。『
一
回
、
分

け
な
い
で
考
え
て
み
よ
う
』と
い
う
視
点

を
持
つ
こ
と
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」

　

地
域
を
巻
き
込
ん
で
…
と
は
言
う
も
の

の
、
学
校
側
が
地
域
に
出
て
い
っ
た
り
、

地
域
の
人
を
学
校
に
招
こ
う
と
し
た
り
、

巻
き
込
も
う
巻
き
込
も
う
と
頑
張
る
の
は

パ
ワ
ー
が
必
要
。
長
く
続
け
る
の
は
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

「
だ
か
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
は
積
極
的
に
働

き
か
け
ま
せ
ん
。
い
つ
の
間
に
か
出
会
っ

ち
ゃ
う
、関
わ
っ
ち
ゃ
う
、つ
な
が
っ
ち
ゃ

う
。
社
会
の
経
済
活
動
の
中
に
子
ど
も
を

含
め
て
い
く
。
そ
ん
な
仕
掛
け
づ
く
り
に

力
を
注
ぐ
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

この記事の
詳細レポートは下記の
二次元バーコードから!

木がふんだんに使われ
た温もりある校舎。梁
や天井はあえて露出し、
建物の構造に興味を持
てる造りに

地域プロジェクトマネジャーの肩書を持つ井内さ
ん。ICTを積極活用した学校づくりを主導する

永桶さんは福祉や財政など長く安平町の行政
に携わり、震災の直前に安平町教育委員会
の教育次長に就任した

新しい時代の学びに適したツールを活用
早来学園では、子どもたちの身
体性に即した学びの環境も整え
られています。対話的な学びが
しやすい可動式の机や椅子、グ
ループ学習時にはパーティション
にもなるホワイトボードなど、文
科省が進める「新しい時代の学
び」も実践しやすくなっています。

地域と共に子どもたちの
居場所づくりを
〜地域連携と学校施設活用〜

北海道
安平町
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a f t e r  s c h o o l  a t  s h i n o b u g a o k a  e l e m e n t a r y  s c h o o l 

　

放
課
後
N
P
O
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
小
学
校
で
放
課
後
の
居
場
所
を

運
営
し
て
い
ま
す
。
台
東
区
に
あ
る
忍
岡

小
学
校
の
放
課
後
子
供
教
室「
し
の
わ
く
ス

ク
ー
ル
」も
そ
の
一
つ
。
こ
こ
で
は
学
校
の

中
だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体
が
子
ど
も
た
ち

の
放
課
後
の
活
動
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば「
地
域
で
出
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

学
校
の
近
所
に
あ
る
ジ
ェ
ラ
ー
ト
屋
さ
ん
と

コ
ラ
ボ
し
、
子
ど
も
た
ち
が
考
案
し
た
ア
イ

ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を
販
売
し
ま
し
た
。
ま

た
、
2
0
2
3
年
に
は
、
忍
岡
小
学
校
の

P
T
A
と
池
之
端
児
童
館
の
三
者
で
、
謎

解
き
イ
ベ
ン
ト
や
お
化
け
屋
敷
を
企
画
。
お

化
け
屋
敷
に
は
1
0
0
人
以
上
の
参
加
者

が
殺
到
し
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な

夏
の
思
い
出
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
が
市
民
先
生
と
し
て
放
課
後
の

学
校
に
来
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が

地
域
に
出
て
多
様
な
人
と
関
わ
る
こ
と
に
よ

り
、地
域
に
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
が
増
え
、

関
わ
る
大
人
の
喜
び
に
も
な
り
、
地
域
の
教

育
力
も
高
ま
る
。
そ
の
ハ
ブ
と
し
て「
放
課

後
子
供
教
室
」が
機
能
す
る
。
そ
ん
な
地
域

連
携
に
よ
る
、
放
課
後
の
あ
り
方
が
こ
の
地

で
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

連携の流れは各地に拡⼤
⾃治体×地域で挑むさまざまな取り組み

放課後の子どもたちの姿が街の景色
の一つになることで「この街の子ども」
という意識が広がっていってくれたらと
思っています。その子にあった困った
時に相談できる大人・場所が街の中
で見つかるようなきっかけを一緒につく
りましょう！

自分が小学生の時にしのわくスクール
に参加したことがあり、今も時々遊び
に行っています。子どもたちと遊んで
いる時に「楽しい」と言ってもらえると、
やはり嬉しくなって、「また来よう」と思
います。

地域の一員として子どもたちを一緒に
育てていきたいという思いをお持ちの
方々にとって、放課後子供教室は参入
のきっかけになりやすいのかなと感じて
います。今後も、地域のさまざまな団
体と連携して、持続可能な居場所づく
りを目指していきます。

私は実行委員会のメンバーとして、し
のわくフェスや、スポーツイベントなど
を企画しています。しのわくスクールは、
自由で、自分のやりたいこと、こうなっ
たら嬉しいなということができるので、
とても楽しいです！

 地域の人の声
ジェラート屋さん
みおさん

 地域の人の声
地元の中学生
Kさん

 職員の声
しのわくスクール責任者
白 河榮さん

 子どもの声
しのわくスクール 実行委員会
Yさん（５年生）

子どもたちが安心して過ごせる楽しい
場所があるのは、保護者の方にとっ
て大切なこと。学校にとってもありが
たく、しのわくスクールを通して放課
後の子どもたちの様子がわかることも
嬉しいです。これからもお互いに相談
し合って子どもファーストで、安心の
スペースをつくっていきたいですね。

忍岡小学校　
校長
松田正昭さん

【 校 長 先 生 の 思 い 】

忍岡小学校

地域社会

● しのわくスクール（放課後子供教室）

「しのわくスクール」（忍岡小の放課後子供教室の愛
称）では、子どもたちがやりたいことを中心に、たくさ
んのクラブが活動中。また大規模なイベントを児童
が企画しており、2023年は文化祭「しのわくフェス」
やスポーツイベントが子どもたち中心で企画・実施
され、大いに盛り上がりました。

関

係

者

の

声

地
域
連
携
事
例
台
東
区
立
忍し

の
ぶ
が
お
か岡

小
学
校（
東
京
都
台
東
区
）

学
校
を
起
点
に
、地
域
全
体
で

子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
の
居
場
所
を
つ
く
る
！

● 市民先生
「しのわくスクール」では、台東区に在住・在勤のボラ
ンティアさんが「市民先生」として積極的に参加されてい
ます。また、最近では忍岡小の卒業生でもある近隣の
中学生が来て、子どもたちと一緒に遊んでくれています。

● 地域の商店
地域のジェラート屋さんと連携し、店
内のイートインスペースで、読み聞か
せや、工作ワークショップなどのイベ
ントを開催しています。地域の夏祭り
では、アイスキャンディーのレシピを
子どもたちがアイデアを出し合って考
案し、売り子もしました。

● 地域の居場所や団体
地域連携の一環として、2023年には小学校
のPTAや近隣の児童館と一緒にイベントを企
画。今後は近くの大学とも連携して、子ども
たちが研究室を訪問して学びを深める機会を
つくるなど、活動の輪を広げていく予定です。

図工室で地域の方と一緒に工作

　

三
鷹
市
で
は
、
2
0
0
6
年
か
ら

市
内
全
て
の
公
立
小
・
中
学
校
を
一
貫

教
育
校（
学
園
）に
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学

園
に
保
護
者
代
表
や
地
域
の
方
々
か
ら

成
る
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
、
学

校
運
営
に
参
加
す
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
」の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

地
域
の
方
々
は
貴
重
な〝
宝
〟で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
ス
キ
ル
を
持
つ
地
域
の
方

が
学
校
に
入
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
に
も
良
い
影
響
が
あ
り
ま
す
。
地
域

と
学
校
の
協
働
に
よ
る
成
功
体
験
の
積

み
重
ね
が
、
学
校
か
ら
の
理
解
を
得
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
学
校
の
開
放
に
は
防
犯
面
の

リ
ス
ク
も
。
使
え
る
教
室
を
限
定
す
る

な
ど
設
備
や
運
用
面
の
対
策
は
も
ち
ろ

ん
必
須
で
す
が
、「
顔
の
見
え
る
関
係
」

を
学
校
や
地
域
の
中
で
築
い
て
い
く
こ

と
も
大
切
で
す
。
当
た
り
前
の
よ
う
に

挨
拶
や
声
を
掛
け
合
え
る
校
内
の
雰
囲

気
を
つ
く
る
こ
と
は
不
審
者
対
策
に
も

な
り
ま
す
。

ナ
ナ
メ
の
関
係
か
ら
大
人
が
い
ろ
い

ろ
な
形
で
関
わ
っ
て
く
れ
た
経
験
は
、

子
ど
も
た
ち
の
心
を
育
て
ま
す
。
取
り

組
み
を
通
じ
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
や

地
域
に
対
す
る
誇
り
を
持
っ
て
く
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

教育における地域連携や学校施設の活用を推進。学校
教育では保護者や地域の方々が学校運営や教育活動に
参画し、学校運営について協議したり、授業サポートを
行ったりしています。また、学校施設を地域の共有地「コ
モンズ」と位置づけ、今年度は夜間・休日に市民向け講
座を開催予定。地域全体で子どもたちを育んでいます。

自治体と地域の連携により、子どもたちの教育や居場所を充実させていく動きが広まりつつあります。中でも先駆的な取り組みを
行う東京都三鷹市と神奈川県川崎市の事業や課題への対応についてご紹介します。

子どもたちの学習・体験を支援する「地域の寺子屋」、教
室や特別教室等を開放する「Kawasaki教室シェアリング」、
遊び場として校庭を開放する「みんなの校庭プロジェクト」
など、さまざまに学校を有効活用。取り組みにあたって、
保護者や地域の方との連携や子どもたちの声を大切に、
共に支え、高め合える社会を目指しています。

こんな取り組みをしています

●	地域教育コーディネーターの
支援・育成

●多様な地域人材の参画の仕
掛けづくり

●地域の寺子屋事業の推進
●学校施設の有効活用

　

学
校
現
場
か
ら
離
れ
、
川
崎
市
宮
前

区
長
を
経
験
し
た
際
に
、
地
域
に
と
っ

て
学
校
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し

て
大
事
な
資
源
で
あ
る
と
痛
感
す
る
一

方
、
ど
う
活
用
し
、
地
域
と
学
校
が
連

携
を
強
め
て
い
く
か
と
い
う
課
題
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
教
育
長
と
な
り
、「
学

校
施
設
の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
」「
学

校
・
地
域
連
携
」と
い
う
２
つ
の
役
割

を
軸
と
し
た
地
域
教
育
推
進
課
を
新

設
。
学
校
施
設
を
有
効
活
用
す
べ
く
、

地
域
へ
の
校
庭
、
体
育
館
、
特
別
教
室

等
の
開
放
を
は
じ
め
、
来
年
度
に
は
川

崎
市
立
小
学
校
全
校
で
実
施
を
予
定
し

て
い
る
児
童
へ
の
校
庭
開
放
を
積
極
的

に
進
め
て
い
ま
す
。特
に
校
庭
開
放
は
、

子
ど
も
に
と
っ
て
自
由
で
魅
力
的
な
放

課
後
の
遊
び
場
に
な
る
よ
う
、
ル
ー
ル

づ
く
り
も
子
ど
も
た
ち
主
体
で
行
っ
て

い
ま
す
。
本
市
に
お
け
る
地
域
と
の
連

携
で
は
、
も
と
も
と「
地
域
教
育
会
議
」

と
い
う
地
域
主
体
の
組
織
が
あ
り
、
地

域
で
子
ど
も
を
見
守
り
育
て
る
と
い
う

視
点
が
根
付
い
て
い
た
た
め
、
地
域
の

寺
子
屋
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
学

校
協
働
活
動
の
さ
ら
な
る
推
進
や
、
地

域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
む
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
子
ど

も
た
ち
が
成
人
し
て
見
守
る
側
へ
、
そ

ん
な
地
域
の
好
循
環
が
理
想
で
す
。

放課後に校庭でのびのび遊ぶ子どもたち

●地域の人財や保護者も学校
教育に参画する「コミュニティ・
スクール」

●	 「コモンズ」の考え方に基づく
学校活用（学校3部制）

●学校施設での市民向け講座の開催

こんな取り組みをしています

東京都
三鷹市

神奈川県
川崎市

地域と共に子どもたちの居場所づくりを 〜地域連携と学校施設活用〜

この記事の
詳細レポートは下記の
二次元バーコードから!

この記事の
詳細レポートは下記の
二次元バーコードから!

三鷹市教育委員会　
教育部　調整担当部長

松永 透氏

お話しくださった方

川崎市教育⻑
⼩⽥嶋 満氏

お話しくださった方
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Day 1
〈地域企業連携〉編

Day 2
〈放課後現場〉編

参加された自治体担当者の方々からこんなお声をいただきました!参加された自治体担当者の方々からこんなお声をいただきました!

異
な
る
視
点
の
掛
け
合
わ
せ
で

地
域
が
変
わ
る
き
っ
か
け
に

　

１
日
目
は
大
阪
府
八
尾
市
の
も
の
づ
く

り
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
施
設「
み
せ
る

ば
や
お
」を
創
設
し
た
元
八
尾
市
職
員
の

松
尾
泰
貴
さ
ん
と
株
式
会
社
み
せ
る
ば
や

お
の
代
表
を
務
め
る
株
式
会
社
木
村
石
鹸

工
業
の
木
村
祥
一
郎
さ
ん
が
ご
登
壇
。
公

民
連
携
が
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当

日
は
産
業
政
策
課
の
方
も
来
場
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

最
初
は
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
地
元
の
中
小

企
業
を
１
社
ず
つ
訪
問
し
、
ゼ
ロ
か
ら
一

緒
に
立
ち
上
げ
た
松
尾
さ
ん
。
規
模
も
業

種
も
異
な
る
企
業
が
一
致
団
結
で
き
た
の

は
、「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」と
い
う
利

害
に
関
わ
ら
な
い
共
通
の
目
標
を
掲
げ
た

か
ら
で
す
。
行
政
、
民
間
の
異
な
る
立
場

で
出
会
い
、
今
は
信
頼
で
結
ば
れ
た
松
尾

さ
ん
と
木
村
さ
ん
の
よ
う
に
、
違
う
役
割

や
視
点
を
持
っ
た
人
た
ち
が
手
を
取
り
合

う
こ
と
で
地
域
は
変
わ
っ
て
い
け
る
。
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
そ
の

可
能
性
に
気
づ
け
て
よ
か
っ
た
と
い
う
声

が
い
く
つ
も
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業
で

地
域
の
人
々
も
元
気
に
な
る

　

２
日
目
は「
地
域
を
活
か
す
」「
地
域
と

共
に
」と
い
う
視
点
か
ら
、
放
課
後
の
現

場
に
携
わ
る
お
二
人
に
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。
ま
ず
は
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
教
育
委

員
会
体
育
青
少
年
課
の
柏
木
映
理
子
さ
ん

が
ご
登
壇
。
当
団
体
も
協
力
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業
の

開
設
時（
２
０
１
９
年
）か
ら
現
状
ま
で
を

中
心
と
し
た
内
容
で
、
市
内
に
15
校
あ
る

小
学
校
の
う
ち
現
在
は
9
校
で
実
施
、
全

校
で
の
開
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

柏
木
さ
ん
に
よ
る
と「
ま
ち
の
先
生
」が

教
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
多
種
多
様
で
児
童

に
も
保
護
者
に
も
好
評
だ
そ
う
。
町
全
体

で
子
ど
も
を
見
守
り
、
育
て
る
意
識
を
養

う
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
は
着
実
に
進

ん
で
い
る
と
い
い
ま
す
。

「
Ｗ
ｉ
ｎ 

-
Ｗ
ｉ
ｎ
」の
交
流
で

広
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

続
い
て
の
ご
登
壇
は
、
東
日
本
大
震
災

被
災
地
と
な
っ
た
福
島
県
楢
葉
町
で
日
本

初
の
地
域
学
校
協
働
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上

げ
た
猿
渡
智
衛
さ
ん
で
す
。
昨
年
４
月

に
開
設
し
た
地
域
学
校
協
働
セ
ン
タ
ー
で

は
、
地
域
の
課
題
解
決
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
に
利
用
で
き
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
す
る
な
ど
、「
Ｗ
ｉ
ｎ

-

Ｗ
ｉ
ｎ
」

の
ス
タ
ン
ス
を
大
切
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
人
と
子
ど
も
が
交
流
す
る
場

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
つ
く
ら
れ
る
、
と

力
強
く
話
す
猿
渡
さ
ん
の
言
葉
に
、
皆
さ

ん
は
熱
心
に
頷
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
ゲ
ス
ト
と
参
加
者
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
。
関
西
圏
の
自
治
体
の
方
々

が
多
く
集
ま
り
、
地
域
の
特
性
を
理
解
し

合
っ
た
和
や
か
な
空
気
の
な
か
、
意
見
が

活
発
に
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
他
の
自
治
体

の
現
場
の
実
態
を
聞
き
、
悩
み
や
課
題
に

共
感
し
た
り
、
経
験
に
基
づ
く
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
っ
た
り
。
普
段
会
え
な
い
方
々

と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
、
両
日
と
も
満

足
度
の
高
い
勉
強
会
と
な
り
ま
し
た
。

DAY 1 DAY 2
● �人口流出に歯止めをかけるために何ができるかと考えたとき、共通テーマとして、

子どもを中心とした取り組みはいいなと気づきました。
● �行政はルールに縛られるところが大きいですが、それをどう解釈するか、どう突

破していくかというお話に勇気づけられました。
● �企業との連携で市町村のメリットもあるとわかったので、トライしたいです。
● �「みせるばやお」への参加は会社の経営にもプラスになったということだったの

	で、県内の企業さんにもこの事例を紹介していきたいです。
● ��行政と民間の方がゼロから一緒につくることで信頼関係ができ、それが町づく

りの原点になっているというのが大きなヒントになりました。

● �放課後事業の人材確保はどこも大変ですが、教育学部の大学生に来ていただ
くのも一つの方法ではないでしょうか。

● �かつて「学童っ子」だった子が、楽しかったからと高校生、大学生になって帰っ
てきてくれると、良い人材の循環になると思います。

● �地域の方に参加していただくには、敷居を低くするのが大切だと感じました。
● �小学校との連携がうまくいっていないのですが、教員の方とコミュニケーション

をとって、放課後の活動を理解してもらえるようにしたいです。
● �家庭環境に関係なく誰でも学べる場所を、他部署とも協力して、つくっていくこ

とが大切だと確信しました。

写真左から放課後NPOアフタースクール 代表理事・平岩国泰、株
式会社友安製作所 ソーシャルデザイン部担当執行役員・松尾泰貴さ
ん、木村石鹸工業株式会社 代表取締役・木村祥一郎さん。当日は
6府県の自治体ご担当者が参加されました

３
つ
の
成
功
例
に
学
ぶ
、

地
域
連
携
を
進
め
る
ヒ
ン
ト
と
は

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
を
目
指
し
て

｜（写真右）南あわじ市教育委員会 体育青少年課 青少年育成係長・
柏木映理子さん。当日は5府県の自治体から青少年育成、放課後
事業に携わる方々が参加されました

（写真左）楢葉町 地域学校協働センター長 兼 教育委員会指導主
事・猿渡智衛さん

Day 2
放課後
現場

Day 1
地域企業

連携

す
こ
と
に
子
ど
も
た
ち
は
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
て
い
た
り
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況

で
は
丁
寧
な
支
援
も
難
し
い
の
で
は
と
感

じ
ま
す
。

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら

子
ど
も
に
と
っ
て

魅
力
的
な
空
間
設
計
を

現
状
や
課
題
を
踏
ま
え
て
今
後
、
放

課
後
で
は
ど
の
よ
う
な
施
策
が
重
要
で

し
ょ
う
か
？

池
本
：
子
ど
も
に
何
を
保
障
す
べ
き
か
、

何
が
必
要
か
と
い
う
視
点
か
ら「
自
分
た

ち
で
自
由
に
過
ご
せ
る
放
課
後
」を
取
り

戻
し
て
い
く
べ
き
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

遊
び
の「
時
間
」と
と
も
に
、「
空
間
」を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

校
庭
や
空
い
て
い
る
教
室
を
利
活
用
す

る
こ
と
も
重
要
で
す
が
、
そ
こ
で
遊
び
た

く
な
る
よ
う
な
、
子
ど
も
の
好
奇
心
を
刺

激
す
る
空
間
に
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
国
が
主
導
し
て
進
め
て
い

ま
す
。

　

地
域
の
人
と
子
ど
も
た
ち
が
日
常
的
に

接
点
を
持
て
る
場
や
仕
掛
け
づ
く
り
も
大

切
で
す
。
ド
イ
ツ
で
は
母
親
た
ち
が
学
校

内
で
カ
フ
ェ
を
し
て
い
た
り
、
日
本
で
も

図
書
室
を
地
域
に
開
放
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
。
学
校
の
中
に
保
護
者
や
地
域
の
人
が

日
常
的
に
入
っ
て
い
き
、
子
ど
も
た
ち
と

自
然
に
出
会
い
、
関
係
性
が
で
き
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
家
庭
庁
創
設
に
よ
り
、
子
ど

も
の
こ
と
が
一
元
的
に
行
わ
れ
る
期
待
が

あ
る
中
で
、
地
方
自
治
体
に
期
待
さ
れ
る

こ
と
は
？

池
本
：「
自
分
の
自
治
体
の
子
ど
も
の
た

め
に
何
を
す
べ
き
か
」と
考
え
れ
ば
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
連
携
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
連
携
す
る
と
財
源
の
無
駄

遣
い
が
減
り
ま
す
し
、
情
報
を
共
有
し
た

方
が
早
期
に
支
援
が
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
が
求
め
て
い
る
こ
と
、
必
要
な

こ
と
を
考
え
る
た
め
に
は
、
余
裕
を
も
っ

た
人
員
配
置
と
、
行
政
や
学
校
・
放
課
後

現
場
の
方
々
の
連
携
・
情
報
共
有
を
当
た

り
前
に
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

こ
ど
も
家
庭
庁
が
創
設
さ
れ
、
こ
ど

も
基
本
法
も
施
行
さ
れ
ま
し
た
。「
こ
ど

も
ま
ん
な
か
社
会
」実
現
に
向
け
て
、
学

校
や
放
課
後
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
す
か
？

池
本
：
日
本
で
は
こ
れ
ま
で
親
の
就
労
支

援
や
女
性
活
躍
推
進
の
目
的
で
保
育
環
境

整
備
な
ど
の
施
策
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
国
が「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」に

基
づ
き
子
ど
も
へ
の
施
策
を
推
進
し
て
い

く
方
向
に
舵
を
切
り
ま
し
た
。
学
校
や
放

課
後
が
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
考
え
方
に

沿
っ
て
い
る
か
検
証
し
、
子
ど
も
の
意
見

を
聴
く
こ
と
や
、
遊
び
の
権
利
な
ど
子
ど

も
が
本
来
持
つ
権
利
を
ど
う
保
障
し
て
い

く
か
、
と
い
う
観
点
で
見
直
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

悪
化
す
る
小
学
生
の
状
況
と

学
校
・
放
課
後
の
環
境

現
在
の
小
学
生
の
状
況
や
、
小
学
生

を
取
り
巻
く
課
題
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

池
本
：
い
じ
め
や
暴
力
行
為
の
件
数
は
著

し
く
増
加
し（
*１
）、
小
学
生
の
不
登
校
が

増
え
て
い
ま
す（
*２
）。
さ
ら
に
貧
困
率
や
虐

待
件
数
も
増
加
、
健
康
面
で
は
体
力
の
低

下
や
肥
満
率
の
増
加
傾
向
も
見
ら
れ（
*３
）、

小
学
生
の
状
況
は
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　

放
課
後
に
つ
い
て
は
、
待
機
児
童
と
い

う
量
の
問
題
だ
け
で
な
く
質
の
問
題
も
あ

り
ま
す
。
大
規
模
施
設
で
は
す
し
詰
め
の

状
態
で
過
ご
し
て
い
た
り
、
長
時
間
過
ご

日本総合研究所 
上席主任研究員
池本 美香さん

〈出典〉　
*1�文部科学省「令和４年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸問題に関する調査（小学校におけるいじめの認知

件数）（小学生の学校理下・管理下以外における暴力行為発生件数）」　
*2文部科学省「令和４年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸問題に関する調査（小学校における不登校児童数）」　
*3文部科学省スポーツ庁「令和４年度 全国体力・運動能力、 運動習慣等調査」

子どものための、
子どもによる校庭デザイン

　イギリスでは国が主導し、子どものため
の校庭づくりを進めています。緑が多く、
座っておしゃべりする空間が設けられてい
たり、子ども自身がチャレンジしたくなる飛
び降りや木登りができたりするところも。そ
んな多様な遊びができる居場所づくりには
子どもたちも参加。そうすることで「自分た
ちの場所」という愛着が湧きます。

イギリスの事例

進む学校と放課後児童クラブの連携
　オーストラリアでは放課後児童クラブの指針の中
で、学校と放課後児童クラブの協力関係構築が促さ
れています。公式・非公式な場での学校職員・放課
後児童クラブ職員間のコミュニケーションが積極的に
されることで、子どもへのよりよい対応や双方のスキ
ル活用が見出せます。また、この指針を受け、小学
校長会代表と放課後児童クラブの全国団体代表の連
名で望ましい連携についてのあり方をまとめた文書が
教育・雇用・職場関係省から公表されました。

オーストラリアの事例

Profile　株式会社日本総合研究所 調査部 上席主任研究員　池本美香氏
1989年日本女子大学卒業、三井銀行入行。2001年より日本総合研究所。博士（学術・千葉
大学）。海外との比較を中心に、子どもに関する政策について調査研究。著書に『失われる子
育ての時間』『子どもの放課後を考える』『親が参画する保育をつくる』、共著に『保育の質を
考える』など。現在、千葉大学客員教授、東京都こども未来会議委員、神奈川県子ども・子
育て会議委員。2014年より放課後NPOアフタースクールアドバイザリー・ボード メンバー。

QQ

Q

Q

こども家庭庁が創設され、“こどもまんなか社会”の実現に向けた機運が高まる中、
これからの学校や放課後はどうあるべきか、海外の事例に詳しい池本美香さんにうかがいました。

学校と放課後を
子どもの権利実現の観点から見直す

Interview

現
在
、
各
自
治
体
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は「
こ
ど
も

ま
ん
な
か
社
会
」へ
の
取
り
組
み
。
そ
の
た
め
に
は
地

域
と
の
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
放
課
後
Ｎ
Ｐ
Ｏ

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
、
各
市
町
村
の
事
例
を
ご
紹
介

し
な
が
ら
、
実
現
に
向
け
て
何
が
で
き
る
か
を
学
び
合

う
勉
強
会
を
、
２
日
に
分
け
て
大
阪
で
開
催
し
ま
し
た
。
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